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～秋の収穫大感謝祭～  田沢頭地区 
　１１月３日、田沢頭公民館で、秋の収穫大感謝祭が開催されま
した。４月から取り組んでいる「農地・水・環境保全向上対策」
の状況報告に続いて、米の食べ比べなどが行われ、地元農産物
をたっぷり使った料理の数々に笑顔があふれていました。子ど
もたちも、雑穀を使った餅つきに張り切って挑戦していました。 

おらほの 
む ら 
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10/28

紅
葉
の
古
道
で
歴
史
を
し
の
ぶ

第
二
十
二
回　

黒
沢
峠
ま
つ
り

　黒沢峠敷石道保存会が主催する第２２回黒
沢峠まつりが、１０月２８日、黒沢峠お祭り広
場で開催されました。この日は、県内外か
ら約２２０人が参加して、市野々側から不動出
生橋（もぐり橋）を渡り、ダム湖面を眺め
ながら、秋晴れに映える約２．５キロの敷石道
を思い思いに歩きました。
　お祭り広場では、丸太切り大会などのア
トラクションのほか、鉄板焼きや焼き鳥な
どを味わいながら、秋のひとときを過ごし
ました。

　ボランティアサークルおぐに舞波ハート（間宮
尚江代表）の通学合宿が、１０月３０日から５泊６日
の日程で実施されました。
　通学合宿は、いのちの尊さや地域との関わりを
学びながら、共同生活のルールを身につけるため
に企画されたものです。参加した中学生６人は、
代表の自宅に民泊しながら、近くの民家などでも
らい湯をし、食事の準備なども行いました。また
「いのちをいただく」ことを学ぶため、ニワトリ
の解体にも挑戦して、チキンカレーを作りました。

10/30～11/4「いのちとかかわり」を学ぶ
おぐに舞波ハート通学合宿

　今年で２０周年を迎える沖小歌舞伎公演が、
１０月２７日、沖庭小学校体育館で行われました。
会場には２０周年を祝って、約２００人の町民がつ
めかけ、沖庭小学校の５・６年生が演じた
「寿三番叟」や「白浪五人男」、「絵本大功記
九段目」に大きな拍手が送られました。
　また公演に続いて２０周年記念式典が行われ、
これまで、演技指導や衣装製作の面で協力を
いただいてきた地元のかたがたに感謝状が贈
られました。

10/27 受け継いできた心と伝統
沖小歌舞伎20周年記念公演
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　１１月１０日、白い森交流センターりふれを
会場に、小国山岳会設立２５周年記念式典が
行われました。式典には、小国山岳会の会
員をはじめ、飯豊朝日遭難対策委員会の関
係者や、近隣の山岳会代表など約６５名が参
加し、ともに２５年の節目を祝いました。
　小国山岳会には、現在、約５０人の会員が
所属し、飯豊・朝日連峰の山小屋と登山道
の維持管理や山岳遭難の救助などにあたっ
ています。このほか、海外遠征などの実績
も高く、南米最高峰アコンカグア・北米マッ
キンリー・未踏峰ヤラシャンポへの登頂な
ど、国内外において幅広く活動しています。

　

今
回
、
山
形
県
山
岳
連
盟
に
よ
る
中
国
チ

ベ
ッ
ト
登
山
隊
の
一
員
と
し
て
、
未
踏
峰
ヤ
ラ

シ
ャ
ン
ポ
峰
（
六
六
三
五
ｍ
）
に
挑
戦
し
て
き

ま
し
た
。
最
終
日
に
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
越
え

て
何
と
か
登
頂
で
き
た
こ
と
は
、
幸
運
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
ん
と
に
遠
い
山
頂
で
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

六
千
メ
ー
ト
ル
後
半
の
未
踏
峰
と
い
う
場
で
、

自
分
は
ど
の
よ
う
な
働
き
が
出
来
る
の
か
、
出

発
前
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

登
頂
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
小
国
山
岳
会
の
仲
間
達
を
通

し
て
得
た
技
術
や
経
験
、
そ
し
て
山
漬
け
の

日
々
が
役
に
立
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
偶
然
に
も
小
国
山
岳
会
の
二
十
五

周
年
の
年
で
す
。
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
十
二
月
八
日
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
ヤ
ラ

シ
ャ
ン
ポ
初
登
頂
報
告
会
」
を
行
い
ま
す
。
こ

の
海
外
登
山
を
通
し
、
山
の
み
な
ら
ず
様
々
な

も
の
を
見
て
そ
し
て
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

事
を
お
話
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

越
し
下
さ
い
。

� �������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������

　今年で５回目となる白い森杯柔道大会（多
勢信人大会会長）及び合同練習会が、１１月１７
日～１８日、町民体育館で開催されました。
　大会には、山形県内だけでなく、新潟県か
らも多くの選手が参加。８４チーム男女約４００人
の中学生が、気迫あふれる試合を繰り広げま
した。観覧席や通路では、応援に駆けつけた
大勢の保護者らが、子どもたちの熱戦に声援
を送っていました。
　また、会場前では、町認定農業者協議会に
よる「ぶなの恵み大感謝祭」が開催され、芋
煮や豚の丸焼きなどに行列ができていました。

みなぎる気迫　光る技
白い森杯柔道大会2007

11/17～18

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

未
踏
峰
へ
の
挑
戦林業・登山ガイド

吉 田  岳 氏

11/10 山を楽しみ　すばらしさを伝える
小国山岳会設立25周年記念式典
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新潟山形南部連絡道路
～ 地域高規格道路の早期実現を目指して ～

　新潟山形南部連絡道路は、新潟県下越地域と山形県置賜地域（山形南部）を結ぶ
「地域高規格道路」です。この道路は、いま整備が進んでいる日本海東北自動車道
の荒川インターチェンジ（仮称）と、東北中央自動車道の南陽高畠インターチェン
ジを結ぶもので、延長は約８０�。
　今月は、現在までの整備状況や、１１月１０日に行われた新潟山形南部連絡道路建設
促進期成同盟会小国大会の内容などについてご紹介します。

�
�
�
�
�
�
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地
域
高
規
格
道
路
は
、
広
域
的

な
交
流
や
地
域
の
連
携
を
図
る
た

め
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

整
備
さ
れ
る
道
路
で
す
。

　

近
隣
市
町
村
や
、
中
距
離
に
あ

る
地
方
都
市
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上

を
図
る
も
の
で
、
長
い
距
離
に
わ

た
っ
て
主
要
都
市
間
を
結
ぶ
と
い

う
一
般
的
な
高
速
道
路
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
異
な
り
ま
す
。
既
存
の
一

般
国
道
や
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
な
ど
と
連
結
す
る
こ
と

で
、
移
動
の
た
め
の
所
要
時
間
が

短
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
方
都
市
間
の
物

流
や
経
済
、
そ
し
て
地
域
間
交
流

が
活
性
化
す
る
ほ
か
、
通
勤
や
緊

急
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の

機
能
も
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路
は
、

無
料
で
通
行
で
き
る
自
動
車
専
用

道
路
と
な
り
ま
す
。
自
転
車
や
歩

行
者
と
の
事
故
の
心
配
も
な
く
、

交
差
点
や
信
号
も
ほ
と
ん
ど
設
置

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
移
動
時
間
は
速
く
、
安
全

確
保
の
面
に
お
い
て
も
、
一
層
向

上
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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�
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平
成
六
年
十
二
月
に
計
画
路
線

と
し
て
指
定
さ
れ
た
「
新
潟
山
形

南
部
連
絡
道
路
」
は
、
新
潟
県
荒

川
町
と
高
畠
町
を
結
ぶ
ル
ー
ト
で
、

計
画
で
は
小
国
町
を
横
断
す
る
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
、
新
潟
県
下
越
地

域
と
山
形
県
置
賜
地
域
を
結
ぶ
役

割
だ
け
で
は
な
く
、
高
速
道
路
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
連
結
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
潟
市
と
仙
台

市
と
い
う
大
き
な
二
つ
の
政
令
指

定
都
市
間
を
結
ぶ
最
短
の
ル
ー
ト

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
地
域
間

交
流
や
地
域
の
発
展
に
、
幅
広
い

波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

現
在
、
山
形
県
側
で
は
、
平
成

七
年
度
か
ら
南
陽
市
の
「
赤
湯
バ

イ
パ
ス
」（
七
・
二
�
）
で
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

南
陽
高
畠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
の
一
・
二
�
区
間
に
つ
い
て
は
、

建設促進期成同盟会小国大会を開催
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平
成
十
五
年
か
ら
既
に
一
部
供
用

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
六
�

部
分
に
あ
た
る
南
陽
市
梨
郷
付
近

ま
で
は
、
平
成
二
十
年
度
の
供
用

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
潟
県
側
で
は
、
日
本

海
東
北
自
動
車
道
の
荒
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
接
続
さ
れ
る
荒

川
町
の
「
荒
川
道
路
」（
三
・
六

�
）
が
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇

九
年
新
潟
国
体
ま
で
の
供
用
を
目

指
し
て
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

関
川
村
の
「
鷹
ノ
巣
道
路
」（
三
・

八
�
）
は
、
平
成
九
年
度
か
ら
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

関
川
村
金
丸
地
内
か
ら
小
国
町

市
街
地
ま
で
の
約
十
二
�
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
年
十
二

月
に
調
査
区
間
に
指
定
さ
れ
、
現

在
は
、
環
境
へ
の
影
響
調
査
や
、

ル
ー
ト
選
定
、
整
備
手
法
の
検
討

な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
早

期
実
現
を
目
指
し
、
平
成
五
年
、

置
賜
三
市
五
町
と
新
潟
県
下
越
地

た
が
た
約
三
百
五
十
人
が
集
い
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
基
調
講
演
や

意
見
発
表
の
ほ
か
、
早
期
完
成
と

財
源
確
保
に
向
け
た
運
動
の
展
開

を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
の
要
旨
と
、
本
道
路

の
必
要
性
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
た

意
見
発
表
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

域
二
市
六
町
六
村
（
現
在
は
合
併

に
よ
り
三
市
三
町
四
村
）
の
沿
線

二
十
二
の
自
治
体
と
商
工
団
体
に

よ
っ
て
、
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
盟
会
で
は
、
年
二
回
、
関
係

機
関
に
対
し
て
早
期
実
現
に
向
け

た
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
る
ほ

か
、
圏
域
住
民
を
含
め
た
取
り
組

み
と
し
て
、
二
年
に
一
度
住
民
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
十
一
月
十
日
に
、
小

国
町
で
住
民
大
会
「
新
潟
山
形
南

部
連
絡
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
小
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
町
民
体
育
館

に
は
、
構
成
市
町
村
に
加
え
て
、

国
・
県
の
関
係
者
や
、
町
民
の
か

�������	
��

　人口減少や財政上の制約が厳しくなるなか、国際競争力を
勝ち抜くためには、今後の５～１０年間が社会資本整備の重要
な時期といえます。それに加えて東北地方では、交通手段と
して自動車を使う割合が、大都市に比べて高くなっています。
　しかし、実際には道路整備に遅れが目立ち、特に山形県の
高規格道路整備率は、全国平均や東北平均に比べて低くなっ
ています。道路全般について考えてみても、隣県に接するルー
トが限られ、事故や災害時における迂回路も未確保の区間が
多くなっています。また、自動車専用道路分担率（※１）に
よると、山形県における高速道路などの利便性は、全国最下
位となっています。これは既存の高速道路などを利用する割
合が低く、子どもが通学している横を大型トラックが当たり
前のように通行するなど、危険と隣り合わせの日常が存在す
ることをあらわしています。
　高速通行可能な格子状ネットワークができれば、交通アク
セスの向上によって、工業立地や工業出荷額が増加します。
また救急医療に有効であるほか、自動車による観光も見込ま
れます。
　いま国では、真に必要な道路整備を計画的に進めるために、
中期計画の策定作業を進めています。各地域の声と実情をく
み取りながら、効果の高いところを優先し、対応すべき課題
を明確にしながら計画を取りまとめているところです。

国土交通省
道路局企画課
道路経済調査室長

������

縄　田　　正　氏

※１：全自動車の走行台数とキロ数に占める自動車専用道路の割合。算出された数値は、道路機能を
示すもので、山形県は全国最下位（平成１８年現在）。
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町
内
の
救
急
車
出
動
件
数
は
、

本
年
一
月
か
ら
二
百
二
十
九
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
七

割
が
地
元
の
町
立
病
院
に
収
容
さ

れ
、
残
り
三
割
は
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
を
併
設
す
る
公
立
置
賜
総

合
病
院
に
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

搬
送
す
る
す
べ
て
の
か
た
が
重
篤

と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

カ
ー
ブ
や
凹
凸
の
少
な
い
地
域
高

規
格
道
路
が
で
き
れ
ば
、
搬
送
時

間
の
短
縮
だ
け
で
は
な
く
、
患
者

に
与
え
る
影
響
も
軽
減
で
き
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
や
脳
梗
塞
な

ど
の
救
急
患
者
も
、
一
刻
も
早
く

専
門
的
治
療
が
可
能
な
医
療
機
関

に
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

死
亡
率
は
低
下
し
、
治
療
後
の
回

復
も
早
い
も
の
で
す
。
複
数
の
道

路
が
あ
れ
ば
、
け
が
人
の
搬
送
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
道
路
は

命
を
運
ぶ
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、

そ
の
意
味
を
痛
感
し
ま
す
。

　

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
国
道

一
一
三
号
を
使
っ
て
、
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
現
場
に
向
か
い
ま

し
た
。
防
災
ヘ
リ
、
救
急
ヘ
リ
も

あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
車
で
す
。

広
く
連
携
し
て
、
よ
り
速
く
、
よ

り
安
全
に
援
助
活
動
を
行
う
た
め

に
は
、
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

の
早
期
実
現
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
会
社
は
、
昭
和
十
三

年
に
立
地
し
て
以
来
、
現
在
は
半

導
体
関
連
製
品
を
主
に
生
産
し
て

い
ま
す
。
正
規
従
業
員
が
八
百
三

西置賜行政組合消防署小国分署
認定救急救命士　五十嵐和彦氏

コバレントマテリアル�小国営業所
セラミックス事業本部プロセス材料
事業部業務グループ長　小林茂樹氏
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十
人
、
協
力
企
業
な
ど
を
合
わ
せ

る
と
千
二
百
人
弱
の
か
た
が
、
小

国
事
業
所
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
活
動
を
支
え
る
物
流
の
要

と
な
る
の
は
、
や
は
り
道
路
で
す
。

製
造
業
で
は
、
な
る
べ
く
在
庫
を

持
た
ず
、
必
要
な
時
に
必
要
な
だ

け
仕
入
れ
、
生
産
し
、
継
続
的
に

供
給
で
き
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
輸
送
流
通
路
の

確
保
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
企
業
は
、
そ
の
た
め
の
リ
ス

ク
や
対
応
に
つ
い
て
の
姿
勢
を
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
国
道
一
一

三
号
が
、
災
害
や
事
故
、
雪
な
ど

の
影
響
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う

こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
納

期
に
間
に
合
わ
ず
、
船
便
を
飛
行

機
に
変
更
し
て
納
入
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
コ
ス
ト
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
は
、
企
業
に

と
っ
て
も
心
強
い
輸
送
路
に
な
り

ま
す
。
地
域
産
業
の
活
性
化
や
、

将
来
の
企
業
規
模
の
拡
大
に
も
対

応
で
き
る
道
路
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
雇
用
確
保
の
面
に
お
い

て
も
、
よ
り
広
域
か
ら
の
対
応
を

考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私

自
身
も
そ
う
で
す
が
、
小
国
事
業

所
で
は
、
約
一
割
が
新
潟
方
面
か

ら
通
勤
し
て
い
ま
す
の
で
、
新
し

い
ル
ー
ト
で
あ
る
本
道
路
が
早
期

に
完
成
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

※
当
日
は
、
飯
豊
め
ざ
み
の
里
�

専
務
取
締
役
の
安
達
純
一
氏
か

ら
も
、
観
光
の
面
か
ら
意
見
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
は
、

本
年
、
計
画
か
ら
十
三
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
道
路
特
定
財
源
の
見

直
し
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

道
路
整
備
に
お
け
る
地
域
間
格
差

が
拡
大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
盟
会
で
は
、
一
丸
と

な
っ
て
、
早
期
実
現
に
向
け
て
各

方
面
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
沿
線
地
域
の
交

流
・
発
展
の
架
け
橋
と
し
て
、
本

町
ル
ー
ト
の
調
査
区
間
か
ら
整
備

区
間
へ
の
格
上
げ
と
早
期
着
工
に

向
け
て
、
今
後
も
取
り
組
み
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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平
成
十
九
年
度
文
化
の
日
表
彰

式
が
、
十
一
月
三
日
、
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

町
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
今
功
夫

氏
に
小
国
町
功
績
章
が
贈
ら
れ
た

ほ
か
、
十
二
の
個
人
に
賞
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
表
彰
の
内
容
と
受
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
功
績
章
表
彰

今　

功
夫 
氏
（
増
岡
）

　

昭
和
三
十
八
年
か
ら
七
期
二
十

五
年
の
長
き
に
わ
た
り
小
国
町
議

会
議
員
と
し
て
、
ま
た
昭
和
五
十

年
か
ら
四
期
十
三
年
間
は
、
小
国

町
議
会
議
長
と
し
て
住
民
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
三
期
十

二
年
間
に
つ
い
て
は
、
小
国
町
長

と
し
て
町
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

■
功
労
表
彰

仁
科　

清
實 
氏
（
尻
無
沢
）

　

昭
和
六
十
二
年
に
小
国
町
選
挙

管
理
委
員
に
就
任
以
来
二
十
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
さ
ら
に
平
成
七

年
か
ら
十
二
年
間
は
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
と
し
て
、
豊
富
な
経

験
と
識
見
を
も
っ
て
、
公
正
な
選

挙
の
執
行
管
理
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

佐
藤　

義
雄 
氏
（
緑
町
）

　

昭
和
五
十
年
に
小
国
町
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
に
就
任
以
来
、
住

民
自
ら
行
動
す
る
福
祉
の
実
現
に

心
を
配
り
、
平
成
七
年
か
ら
は
会

長
と
し
て
、
地
域
福
祉
を
牽
引
す

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、

町
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

 平成１９年度　文化の日表彰式 

　

平
成
十
九
年
度
小
国
町
文
化
祭

が
、
十
一
月
三
〜
四
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
体
育
館
に
は
、
町
内
の
文

化
団
体
や
小
中
高
生
ら
の
絵
画
や

書
道
、
生
け
花
な
ど
、
自
慢
の
作

品
約
六
百
点
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

茶
席
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
体
育
館
入
口
で
は
、

栃
の
実
会
や
母
ち
ゃ
ん
市
場
な
ど

に
よ
る
餅
や
漬
け
物
な
ど
の
物
販

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ま
ん
ま
る
な

ど
に
よ
る
バ
ザ
ー
ル
が
開
か
れ
、

賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

芸
能
ま
つ
り
で
は
、
歌
謡
・
舞

踊
団
体
な
ど
に
よ
る
心
の
こ
も
っ

た
熱
演
に
、
会
場
か
ら
は
拍
手
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
民
謡

ま
つ
り
で
は
、
全
三
十
五
曲
の
歌

や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
日
に
は
、
子
ど
も
落
語
の
発

表
と
と
も
に
、
山
遊
亭
金
太
郎
寄

席
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
国
町

文
化
祭

展示された自慢の作品には、多くのかたが訪れた体育館前ではバザールふるさと亭を開催
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伊
藤　

敬
二
郎 
氏
（
北
）

　

昭
和
六
十
三
年
か
ら
十
八
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
小
国
町
監
査
委

員
と
し
て
、
豊
か
な
経
験
と
識
見

を
も
っ
て
公
正
か
つ
厳
正
に
監
査

業
務
に
あ
た
ら
れ
、
効
率
的
な
行

政
財
政
運
営
と
、
町
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
感
謝
状

吉
岡　

元
昭 
氏
（
増
岡
）

　

平
成
八
年
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
就
任
以
来
、
住
民
の
相
談

役
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、

平
成
十
年
か
ら
は
小
国
町
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
会
長
と
し

て
、
組
織
強
化
、
資
質
向
上
に
尽

力
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木　

一
雄 
氏
（
東
京
都
）

　

写
真
集
「
お
ぐ
に
の
聲
」
の
出

版
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
写
真
展

を
開
催
す
る
な
ど
、
小
国
の
美
し

く
豊
か
な
自
然
を
全
国
に
広
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
写
真
集
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
写
真
を
、

多
数
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

■
特
別
表
彰

吉
田　

岳 
氏
（
大
石
沢
）

　

山
形
県
山
岳
連
盟
の
中
国
チ

ベ
ッ
ト
登
山
隊
の
隊
員
と
し
て
、

未
踏
峰
ヤ
ラ
シ
ャ
ン
ポ
の
初
登
頂

に
成
功
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ら

れ
ま
し
た
。

■
永
年
勤
続
表
彰

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

（
十
五
年
以
上
）】

　

渡
部　

春
昭 
氏
（
岩
井
沢
）

【
教
員
（
三
十
年
以
上
）】

　

高
井　

公 
氏
（
宮
の
台
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
十
二
年
以
上
）】

　

山
口　

英
彦 
氏
（
荒
沢
）

　

山
口　

鐵
雄 
氏
（
大
石
沢
）

【
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

（
十
五
年
以
上
）】

　

横
山　

和
夫 
氏
（
玉
川
）

【
農
業
振
興
組
合
長（

十
年
以
上
）】

　

大
河
原　

國
次 
氏
（
沼
沢
）

　

女
優
の
真
屋
順
子
氏
と
、
夫
で

俳
優
の
高
津
住
男
氏
に
よ
る
講
演

が
、
十
一
月
四
日
、
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
屋

氏
は
、
平
成
十
二
年
、
芸
能
活
動

中
に
脳
出
血
で
倒
れ
、
十
四
年
に

退
院
し
て
か
ら
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を

続
け
な
が
ら
車
イ
ス
の
生
活
を
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
約
三
百
人
の
聴
衆

が
集
い
、
車
イ
ス
の
か
た
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
夫

婦
で
支
え
合
い
な
が
ら
の
闘
病
生

活
の
様
子
に
つ
い
て
ふ
れ
な
が
ら
、

健
康
の
あ
り
が
た
さ
や
、
前
向
き

に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
十
九
年
度
人
権
講
演
会

「
あ
り
の
ま
ま

そ
の
ま
ま
に
生
き
る
」

終始、笑いが絶えなかった山遊亭金太郎寄席

芸能まつりでは、各団体が練習の成果を披露
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元
小
国
町
代
表
表
監
査
委
員

の
伊
藤
敬
二
郎
さ
ん
（
北
）
が
、

監
査
事
務
功
労
者
に
対
す
る
総

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
十

月
三
十
日
に
町
長
か
ら
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
三

年
に
代
表
監
査
委
員
に
就
任
さ

れ
て
か
ら
十
八
年
間
に
わ
た
り
、

常
に
公
正
か
つ
厳
正
に
町
の
監

査
業
務
に
あ
た
ら
れ
、
効
率
的

な
地
方
自
治
の
遂
行
に
寄
与
さ

れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

十
一
月
一
日
〜
九
日
、
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
で「
お
ぐ
に
の
聲

写
真
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
写
真
家
の
鈴
木
一
雄

氏
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
小
国

の
風
景
の
中
か
ら
寄
贈
い
た
だ

い
た
作
品
五
十
一
点
を
展
示
し

た
も
の
で
す
。
期
間
中
は
、
多

く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

も
訪
れ
、
作
品
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

十
一
月
十
日
、
お
ぐ
に
の
こ

ど
も
の
日
ま
つ
り
が
、
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約

七
十
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
つ
り
で
は
、
食
育
教
室

や
人
形
劇
な
ど
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
達
は
野
菜
切
り
な
ど
に
も

挑
戦
。
そ
う
め
ん
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
や
デ
ザ
ー
ト
を
調
理
す
る

姿
を
、
大
人
た
ち
も
真
剣
に
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
��
�
��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

十
一
月
十
六
日
、
山
形
お
き

た
ま
農
協
と
全
国
共
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会
本
部
よ
り
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
四
基
が
町
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
者
は
、
交
通
事
故
防
止
な

ど
に
役
立
て
よ
う
と
、
毎
年
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
寄
贈
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
地
域
の
事
情

を
考
慮
し
て
、
設
置
・
交
換
す

る
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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十
月
二
十
八
日
、
小
玉
川
地
区

で
飯
豊
連
峰
紅
葉
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外

か
ら
参
加
し
た
二
百
六
十
九
人
は
、

二
キ
ロ
、
五
キ
ロ
、
飯
豊
山
荘
か

ら
小
玉
川
小
学
校
ま
で
六
・
五
キ

ロ
の
ウ
ォ
ー
ク
＆
ラ
ン
の
四
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
秋
晴
れ
の
中
で

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
地
域
の
か
た

が
た
に
よ
る
イ
ワ
ナ
塩
焼
き
や
芋

煮
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
し

た
参
加
者
ら
は
、
小
国
の
秋
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
長
室
かか
らら

　

去
る
十
一
月
十
日
、
地
域
高
規

格
道
路
「
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道

路
の
建
設
促
進
に
向
け
て
、新
潟
・

山
形
両
県
の
沿
線
市
町
村
で
構
成

す
る
期
成
同
盟
会
の「
小
国
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
を
い
た

だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
方
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
新
潟
中
越
地
震
な

ど
災
害
時
に
お
け
る
本
道
路
が
も

つ
役
割
の
大
き
さ
、
交
流
促
進
と

地
域
活
性
化
に
お
け
る
そ
の
必
要

性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
整
備
の

た
め
の
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
の
で
、
私
も
、
同
盟

会
の
会
長
と
し
て
、
本
町
ル
ー
ト

の
調
査
区
間
か
ら
整
備
区
間
へ
の

格
上
げ
を
含
め
、
先
般
、
国
土
交

通
省
、
財
務
省
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

小
国
大
会
が
、
早
期
実
現
の
一

助
に
な
る
よ
う
、
今
後
も
運
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
国
町
消
防
団
が
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
で
あ
る
「
平
成
十
九
年
度
ふ
る
さ

と
消
防
団
活
性
化
助
成
事
業
」
に
よ
り

百
万
円
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
防
災
訓
練
用
発
煙

機
、
救
急
救
命
用
訓
練
ダ
ミ
ー
、
自
動

体
外
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）、
救
急
救
命

訓
練
用
自
動
体
外
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
ト
レ
ー
ナ
ー
が
整
備
さ

れ
、
災
害
に
備
え
た
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
や
、
救
急
救
命
講

習
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

足
野
水
地
区
自
治
会
（
佐
藤

義
一
会
長
）
が
、
こ
の
ほ
ど
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
受
け
て
、除
雪
機（
三

十
一
・
三
馬
力
）一
台
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

除
雪
機
は
、
足
野
水
き
の
こ
園
管
理

所
に
配
備
さ
れ
、
地
域
の
か
た
が
た
が

支
え
合
い
、
協
力
し
て
活
用
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
県
道
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
ま

で
の
生
活
道
路
や
、
高
齢
の
か
た
が
住

む
住
宅
周
辺
の
除
雪
な
ど
に
利
用
さ
れ

ま
す
。

除
雪
機
は
、
地
域
の
み
ん
な
が

協
力
し
合
っ
て
活
用

　

月　

日
に
は
、
訓
練
機
材
を
使
い

１１

１１

消
防
団
員
を
対
象
と
し
た
救
命
講
習

会
を
実
施
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　職員の給与は、国や県に準拠し、町議会の審議を経て条例で定められています。町民の皆さんに情報を
正しく知っていただき、ご理解をいただくため、職員給与や人事行政の運営状況の概要をお知らせします。
　小国町では厳しい財政事情を踏まえ、町長・副町長・教育長の給料（報酬）を減額、職員数については、
削減目標を掲げ定員の適正化を図っています。なお、町ホームページで詳細について公表しています。

　有給　年次有給休暇・病気休暇・特別休暇（結婚、出産、忌引き、夏期休暇、社会奉仕活動など）
　無休　介護休暇・組合休暇

■休暇制度の概要

・配偶者　１３，０００円／月
・一般の扶養親族のうち２人目まで６，０００円／人（配偶者がある場合、そのうち１人については６，５００円・
配偶者がない場合１１，０００円）

・その他１人につき６，０００円／人（満１６歳～２２歳までの子について５，０００円加算）

扶養手当

・借家　月額１２，０００円を超える家賃を支払っている職員に対し、２７，０００円／月を限度に家賃に応じて支給。
・持家　３，０００円／月住居手当

通勤距離２�以上を対象に支給。
・交通機関等利用の場合　運賃等相当額　　　　　限度額　５５，０００円／月
・自動車等利用の場合　距離数に応じて支給　　２，５００円～３０，９００円／月

通勤手当

基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給。

期末勤勉
手　　当

勤勉手当
０．７２５月分
０．７２５月分

期末手当
１．４月分
１．６月分

・６月期
・１２月期
※３級以上の職員に対し、職務の級に応じて５％～１５％の加算措置有り

■職員手当の状況 （平成１９年４月１日現在）

１人当たり平均支給額支　給　総　額区　分
時 間 外
勤務手当 １８８千円２１，９３９千円１７年度決算額

１６３千円１８，５４９千円１８年度決算額

（各年度一般会計決算）

勧奨・定年
３０．５５月
４１．３４月
５９．２８月
５９．２８月

自己都合
２３．５０月
３３．５０月
４７．５０月
５９．２８月

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額

退職手当

※定年前早期退職者に対して２％～２０％の加算措置有り

（平成１９年４月１日現在）

週休日
勤務時間の割り振り

１週間の勤務時間
休息時間休憩時間終業時間始業時間

土曜日・日曜日１２：００～１２：１５
１７：００～１７：１５１２：１５～１３：００１７：１５８：３０４０時間

■勤務時間（標準的なもの）

※平成１９年度において、町長１３％、副
町長８％、教育長６％をそれぞれ減
額しています。

　特別職の期末手当は、減額後の給与
月額に３５％加算したものに支給割合
を乗じます。

期末手当減額後月　額区　　　分

１．６月分
１．７月分
３．３月分

６月期
１２月期
合　計

７０４，７００円８１０，０００円町　長
給
料 ５７９，６００円６３０，０００円副町長

５２６，４００円５６０，０００円教育長

１．６月分
１．７月分
３．３月分

６月期
１２月期
合　計

－３１０，０００円議　長
報
酬 －２５０，０００円副議長

－２３５，０００円議　員

■特別職の報酬の状況 （平成１９年４月１日現在）

■問合先　総務企画課へ
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町町職職員員のの給給与与・・人人事事行行政政のの内内容容ををおお知知ららせせししまますす

合　計女男

３人１人２人一般行政職

１人０人１人医　　　師

３人３人０人看　護　師

７人４人３人合　　　計

■採用の状況（平成１９年４月１日）

合　計女男

１人０人１人定年退職

６人４人２人勧奨退職

３人０人３人普通退職

１０人４人６人合　　計

■退職の状況（平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日）

国小国町

１７０，７００円１７０，２００円大学卒
一般行政職

１３８，８００円１３８，４００円高校卒

１３６，０００円１３５，６００円高校卒技能労務職

■初任給の状況 （平成１９年４月１日現在）

※大学卒の初任給は、初級試験採用の適用となります。

１８年度１７年度１６年度年　度

９１．４９１．０９０．７小 国 町

９３．８９４．４９４．０県内町村平均

９３．５９３．７９３．７全国町村平均

■ラスパイレス指数の水準 （各年４月１日現在）

※ラスパイレス指数は国家公務員の給与水準を１００と
した場合の給与水準を示す指数です。

平成１９年度平成１８年度
区　分

平均給料月額平均経験年数平均年齢平均給料月額平均経験年数平均年齢

２９９，０００円１９年１月４０歳５月３０３，０００円１９年１月４０歳３月一般行政職

２８４，４００円３０年８月４８歳１１月２８３，６００円２９年８月４７歳１１月技能労務職

■平均給料月額・平均年齢 （各年４月１日現在）

一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　　　　与　　　　　費
職員数（Ａ）区　分

計（Ｂ）期末勤勉手当職員手当給　料

５，６９８千円６６０，９８９千円１７２，８５７千円５５，２８５千円４３２，８４７千円１１６人１８年度

５，５９８千円６４９，４２４千円１６６，６１６千円６５，１４３千円４１７，６６５千円１１６人１９年度

■職員給与費の状況（各年度一般会計当初予算）

※特別職給与、企業会計分は除きます。また職員手当には退職手当を含みません。

Ｈ１６年度人件費率人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）歳出総額（Ａ）住民基本台帳人口
（平成１９年３月末）

１７．３％１８．２％９９７，２８９千円５，４８９，７６８千円９，５６９人

■人件費の状況（平成１８年度一般会計決算）

※人件費には、特別職給与・共済組合負担金などを含みます。

６級５級４級３級２級１級区　分

課長課長室長・補佐係長・主査主任技師主事師補標準的な職務

５人５人１７人４５人２１人３３人職 員 数

４．０％４．０％１３．５％３５．７％１６．６％２６．２％構 成 比

■一般行政職の級別職員数の状況 （平成１９年４月１日現在）

合　計技能労務職企業職
（水道）

福祉職
（保育・介護）

看護・
保健職医療技術職医師職税務職一般行政職職種別

１９６人８人３人１２人４３人１１人５人１２人１０２人１８年度

１９３人８人３人１２人４４人１１人５人１２人９８人１９年度

△３人０人０人０人１人０人０人０人△４人増　減

■職員数の状況 （各年４月１日現在）
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

催

し

催

し

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

募

集

募

集

ご
案
内

ご
案
内

ヤ
ラ
シ
ャ
ン
ポ
初
登
頂
報
告
会

　

県
山
岳
連
盟
が
達
成
し
た
ヤ
ラ
シ
ャ

ン
ポ
登
頂
に
つ
い
て
、
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日　

時　
　

月
８
日
�

１２

　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら
４
時

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

稲
泉
真
彦
登
山
隊
長
の
報

告
、吉
田
岳
隊
員
の
報
告
、質
問
コ
ー

ナ
ー
な
ど

■
そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

小
国
山
岳
会
（
事
務
局
高

橋
�　

―
３
８
８
５
）
へ

６２

つ
る
細
工
講
習
会

■
日　

時　

１
月　

日
�
〜　

日
�

２３

２５

■
場　

所　

飯
豊
梅
花
皮
荘

■
定　

員　
　

人
５０

■
内　

容　

ア
ケ
ビ
つ
る
な
ど
を
使
っ

て
、
作
品
づ
く
り
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１２

２８

■
参
加
費

　

▼
町
民
の
か
た　

一
万
八
千
円

　

▼
町
外
の
か
た　

二
万
円

　
（
宿
泊
費
・
食
事
代
込
み
）

※
日
帰
り
は
、
別
途
料
金
を
定
め
て

い
ま
す
。

■
交
通
手
段　

役
場
前
と
小
国
駅
前
か

ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

小
国
町
観
光
協
会

事
務
局
（
�　

―
２
４
１
６
）
へ

６２

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅
と
対
象
及
び
家
賃

▼
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
１
戸

・
小
国
町
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
か
た

・
四
万
二
千
円

▼
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
住
宅
１
Ｄ
Ｋ
１
戸

・
平
成　

年
度
の
世
帯
所
得
が
月
額　

１８

２０

万
円
以
下
の
か
た
で
、
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る　

歳
以
上

６０

の
か
た
。
同
居
す
る
場
合
は
、
配
偶

者
又
は　

歳
以
上
の
親
族
で
あ
る
こ

６０

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

・
家
賃
は
所
得
に
よ
り
決
定

■
募
集
期
間　
　

月
３
日
�
〜　

日
�

１２

１０

■
入
居
時
期　

１
月
上
旬

■
敷　

金　

家
賃
の
三
カ
月
分

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

　

県
営
小
国
ア
パ
ー
ト

　
　

１
号
棟　

３
Ｄ
Ｋ
４
戸

■
募
集
期
間　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１２

１０

１４

■
対　

象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
住

宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、
平
成　
１８

年
度
の
所
得
額
が
月
額　

万
円
以
下

２０

の
か
た
な
ど

■
入
居
時
期　

１
月
下
旬

■
家　

賃　

所
得
に
応
じ
て
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
三
カ
月
分

■
問
合
先　

山
形
住
ま
い
の
情
報
セ
ン

タ
ー
（
�
０
２
３
８
―　

―
２
３
３

２４

２
）
へ

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
に

１９

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
の
製
造
業
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
や
、
企
業
な
ど
の
研
究

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
表
へ
の
記
入
内
容
に
つ
い

て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
。

■
調
査
日　
　

月　

日
（
基
準
日
）

１２

３１

■
調
査
対
象　

主
に
製
造
業
を
営
む
事

業
所

■
調
査
方
法　

調
査
員
が
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
布
、
回
収
し
ま
す
。

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の

免
状
を
持
つ
み
な
さ
ま
へ

　

書
き
換
え
期
限
（　

年
）
を
過
ぎ
た

１０

免
状
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
写
真
の
書

き
換
え
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

�
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
支

部
（
�
０
２
３
―
６
３
１
―
０
７
６

１
）
へ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
展
示
の
お
知
ら
せ

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

▼
１
月
７
日
〜　

日
２５

　
　

書
道
（
老
福
書
道
会
）

　

▼
２
月
４
日
〜　

日
１５

　
　

園
児
作
品
（
お
き
に
わ
保
育
園
）

　

▼
２
月　

日
〜
３
月
７
日

２５

　
　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト（
成
松
鈴
香
氏
）

　

▼
３
月　

日
〜　

日

１０

２１

　
　

ち
ぎ
り
絵
な
ど（
大
場
す
み
子
氏
）

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

油
の
流
出
事
故
に
ご
注
意
を

　

冬
期
間
は
、
灯
油
を
使
う
機
会
が
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
油
の
流
出
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
給
油
中
は
目
を
離
さ
な
い

●
タ
ン
ク
や
給
油
管
は
定
期
的
に
検
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー今月の町長と語る日は１２月２０日�です。
お気軽においでください。

査
を
す
る

●
落
雪
な
ど
に
よ
る
管
の
破
損
に
注

意
す
る

■
問
合
先　

町
民
課
へ

公
立
置
賜
総
合
病
院
を

利
用
さ
れ
る
か
た
へ

　

公
立
置
賜
総
合
病
院
で
は
、
１
月
２

日
よ
り
、
新
た
な
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

に
切
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
次
の
期
間
は
、
外

来
診
察
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
予
約
・
緊
急
以
外

の
場
合
は
、
な
る
べ
く
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期　

間　

１
月
２
日
�
〜　

日
�

１１

■
問
合
先　

公
立
置
賜
総
合
病
院

（
�
０
２
３
８
―　

―
５
０
０
０
）
へ

４６

生
活
応
援
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

　

生
活
応
援
ロ
ー
ン
（
小
国
町
勤
労
者

生
活
安
定
資
金
融
資
）
は
、
会
社
や
商

店
に
１
年
以
上
勤
務
し
、
労
働
組
合
が

な
い（
又
は
職
場
に
融
資
制
度
が
な
い
）

か
た
の
た
め
に
、
町
と
労
働
金
庫
が
協

力
し
て
行
う
低
金
利
の
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額　

百
万
円
以
内

■
金　

利　

年
二
・
二
％

■
期　

間　

７
年
以
内（
保
証
料
別
途
）

■
そ
の
他　

審
査
結
果
に
よ
っ
て
、
ご

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
進
学
す
る
学
生
を
も
つ

か
た
に
対
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
奨
学

ロ
ー
ン
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

東
北
労
働
金
庫
小

国
支
店
（
�　

―
４
４
５
６
）
へ

６２

相相 談談

　冬期間は、降雪のため上下水道などのメーターの
確認ができないケースが多くなります。このため、
使用実績ではなく、認定水量（予定水量）で請求す
ることとなります。使用量及び料金については、「冬
期上下水道料金認定のお知らせ」を各家庭に配布し
ますのでご確認ください。
■認定期間　１２月から平成２０年４月まで
■精算方法　平成２０年５月に検針を行い精算します。
■問 合 先　地域整備課へ
※１２月分の口座振替日は、上水道料金が２６日�、下
水道及び簡易水道が１月４日�となります。

年金相談

■日　時　１２月１９日�
　受　付　９：３０～１４：３０
　相　談　１０：３０～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

人権相談

　１２月４日～１０日までは、「第５９
回人権週間」です。家族や近所
とのトラブルや、虐待問題など、
どんな事でも気軽にご相談くだ
さい。相談は無料で秘密は厳守
されます。
■日　時　１２月７日�
　受　付　１０：００～１５：００
■場　所　総合センター
■対応者　町の人権擁護委員、
　　　　　法務局職員
■問合先　町民課へ

１２月から

～上下水道使用水量は認定期間に入ります～

保健カレンダー 
場　　所対　　象受付時間乳幼児健診月日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳

１６年５月～７月生まれ１２：３０～１３：００３歳児健康診査１／１８

１９年９月生まれ
１３：００～１３：１５

４カ月児健康診査
１／２５

１９年１月生まれ１歳児健康診査

■問合先　健康福祉課へ

■日　時　１月１９日�
　開場１３：３０　開演１４：００
■場　所　長井市民文化会館
■申込方法　往復はがきに住
所、氏名、電話番号を明記し、
下記へ申し込んでください。
■申込・問合先
〒９９０－００４１
山形市緑町１－９－３０
山形交響楽団ニューイヤー
コンサート係

　（�０２３－６２５－２２０３）へ

山形県企業局主催

山響ニューイヤーコンサート
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら  

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　
　

月　

日
、　

日
子
育
て

１２

１１

１８

講
座
「
お
楽
し
み
ク
リ
ス
マ
ス
会
」、

　

日
、
１
月
８
日

２５
■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　
　

月
６
日
、　

日　

総
合
セ
ン
タ
ー

１２

２０

　
　

月　

日
、　

日　

お
ぐ
に
保
育
園

１２

１３

２７

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名
７：００～１６：００ほか不問グループホーム介護員２人医 療 法 人 社 団 緑 愛 会

介護老人保健施設かがやきの丘 ９：００～１５：４５不問調理師１人
９：００～１５：４５不問調理師１人
８：００～１７：００１８～交通誘導警備員５人� 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００不問警備業務１０人ＤｏＣｏＤｅＭｏ グ ル ー プ �
９：１０～１６：５０不問生命保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
８：００～１７：３０ほか不問ホールスタッフ１人

�コンズカンパニー第一ホール小国店 ８：００～２２：３０間７時間不問ホールスタッフ１人
８：３０～１７：３０不問電気部品製造２人ひ さ ご 電 材 � 小 国 工 場
８：３０～１７：１５ほか不問介護員１人小国町介護老人保健施設温身の郷
８：３０～１７：３０２０～４５営業・販売・整備工２人合資会社 山 佐 佐 藤 農 機 店
８：００～１７：００１８～３５内・外線工事作業員２人猪 野 電 気 工 事 �
８：４５～１８：００不問食堂係１人

� 蔵 王 ス ト ア ー ８：４５～１８：００不問レジ係１人
８：００～１７：００２１～４０土木施工管理技士１人遠 藤 建 設 �
８：００～１７：００１８～５５土木作業員２人

山 和 建 設 � ８：００～１７：００３０～５５土木施工管理技士２人
８：００～１７：００３０～５５建築施工管理技士１人
８：００～１７：００不問一般事務員１人

大 河 内 産 業 � ８：００～１７：００不問ダンプ・重機運転士３人
８：００～１７：００不問砂利プラント運転士３人
８：００～１７：００不問一般作業員３人

� 斉 藤 建 設 ８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人
８：００～１７：００不問型枠大工１人

安 部 工 業 � ８：００～１７：００不問重機オペレーター１人
８：００～１７：００不問一般作業員１人
８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人

� 横 川 建 設
８：００～１７：００２１歳以上重機オペレーター２人
８：００～１７：００不問土木作業員１人
８：００～１７：００不問４ｔユニック運転手１人
８：００～１７：００不問営業３人
９：００～１８：００不問自動車販売・整備１人Ｋ － Ｐ Ｒ Ｏ Ｄ Ｕ Ｃ Ｔ Ｓ
８：５０～１７：３０不問薬剤師１人電 興 �
８：３０～１６：４５ほか不問マシンオペレーター６人� 井 上 製 作 所
７：３０～１７：００不問運転業務１人小 国 町 森 林 組 合
８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人� 船 山 工 務 店
８：００～１７：００不問サービス・役務１人ア ベ プ ラ ン ニ ン グ
８：３０～２２：００不問調理師及び見習い１人味処 藤 よ し １７：００～２２：００不問ホール、接客１人
８：００～１７：００不問営業販売１人�新股・河原角農畜産物加工施設
９：１５～１７：００不問特別営業職１０人アクサ生命保険�長井営業所
８：００～１７：００不問測量助手２人� 小 国 測 量 設 計 事 務 所
９：１５～１８：１５ほか不問介護員５人特別養護老人ホームさいわい荘
８：３０～１７：１５不問ホームヘルパー１人社会福祉法人小国町社会福祉協議会 ８：３０～１７：１５間４時間以上不問ホームヘルパー３人
８：３０～１６：４０ほか不問半導体製造装置製造５人�ジャパンクリエイトスタッフ山形営業所
８：３０～１６：４０ほか不問石英ガラスの洗浄作業５人�アイコンワールド新潟営業所
９：００～１８：００不問電気制御設計１人

� シ ー テ ッ ク 山 形 営 業 所 ９：００～１８：００不問生産装置の設計１人
８：３０～１７：００不問生産技術１人� ス タ ッ フ サ ー ビ ス

９：００～１８：００間５時間不問販売３人�白い森よこね物産品直売所
１０：００～１９：００間４時間以上不問販売員１人�サンエー（マルタ小国店）

　左の表は１１月１５日現在の新規求人
の内容です。無効になっている場合
もありますので了承ください。この
ほかの求人情報は、ハローワーク長
井（�８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

１
月　

日
�

１９

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時
１２

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
と
味
噌

パ
ン
づ
く
り

■
申
込
期
限　

１
月　

日
�

１７

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、　

月　
１２

３１

日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
年
末
年
始
の

休
み
と
な
り
ま
す
。

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　やまがた２１人財バンクとは、
Ｕターン希望者や、専門技術を
もつ退職者などを、県内企業に
就職できるよう支援するシステ
ムです。
　インターネットで情報閲覧や
登録ができますので、活用して
ください。
（http://www.yamagata21hrb.jp/）
■問合先
　�山形県企業振興公社
　（�０２３－６４７－０６６４）へ

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◇楽園　上・下 宮部みゆき
◇遊び上手は生き上手 斎藤　茂太
◇悪党芭蕉 嵐山光三郎
◇「１日３０分」を続けなさい！ 古市　幸雄
◇青い鳥 重松　　清
◇ありがとう、さようなら 瀬尾まいこ
◇木洩れ日に泳ぐ魚 恩田　　陸
◇戦力外通告 藤田　宜永
◇おんぶはこりごり アンソニー・ブラウン
◇金副隊長の山岳救助隊日誌 金　　邦夫
※ほか多数入荷しました。
［おぐに開発総合センター図書室］休館日
毎週月曜日
１２月２３日（祝日）
１２月２９日・３０日・３１日（年末休み）
１月１日・２日・３日（年始休み）
※町民総合体育館も同じです。

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 

県内就業にご利用ください

�������	
��
�
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４　行政管理室�６２－２１１２　政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０　国保医療担当�６２－２２６１　税政管理室�６２－２４０３　出納室�６２－２４０６
農村振興室�６２－２４０８　商工観光室・森林セラピー推進室・地域経営室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１　建設技術室�６２－２４３２　議会事務局�６２－２４４８

　国では、高齢者医療制度の改正による急激な負担増加を緩和するため、下記のとおり
対応することとしています。
　これは、「与党高齢者医療制度に関するプロジェクトチーム」によって取りまとめられ
たもので、当初予定されていた制度の内容に変更が生じますので、ご注意ください。主
な内容については、下記のとおりです。

●７０～７４歳（注１）のかたの窓口負担について●
　平成２０年４月から平成２１年３月までの１年間、窓口負担が「１割」に据え置かれます。
昨年の制度改正では、平成２０年４月から「２割」に引き上げることとされていました。
　該当するかたには、３月に新たな高齢受給者証を再発行させていただきます。
（注１）すでに３割負担となっているかた、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害

認定を受けたかたは除きます。

●後期高齢者医療制度における７５歳以上の被扶養者の保険料について●
　健康保険組合などの被扶養者で、これまで自分で保険料を払っていなかったかたのう
ち、次のかたは、平成２０年４月から９月までの６ヶ月間は保険料が無料となります。
　また、平成２０年１０月から平成２１年３月までの６ヶ月間は、保険料の均等割額が９割軽
減されます。（注２）

（注２）広報おぐに１１月号でお知らせしたとおり、上記に該当するかたについては、後期
高齢者医療の資格を得た日の属する月から２年間、保険料の均等割額が５割軽減
されることになっておりましたが、今回の措置はそれに加えて行うものです。

（注３）６５～７４歳で一定の障害認定を受けたかたを含みます。
※詳しいことは町民課（�６２－２２６１）、税務出納課（�６２－２４０３）へ

�������	��������

　裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員
として刑事裁判に参加してもらう制度です。
　みなさんの視点や感覚を反映しながら、
裁判官と一緒に、「有罪かどうか」、「どのよ
うな刑罰にするか」を考え、国民の司法へ
の参加を実現するための制度です。

●裁判員は、選挙権をもつ国民から無作為
に選ばれます。

●法律の知識は事前に必要ありません。
●裁判員の氏名や住所は公表されません。
■問合先　山形地方検察庁企画調整課
　　　　　（�０２３－６２２－９９２４）へ

�

�

�

�

�������������������

�������������������
� �平成２１年 裁判員制度がはじまります

７５歳以上のかた（注３）で、平成２０年３月３１日に健康保
険組合や政府管掌保険、共済組合等の被扶養者だった
かた

�

平成２０年４月１日以降、７５歳になって後期高齢者医療
の資格を得た日の前日に健康保険組合や政府管掌保険、
共済組合等の被扶養者だったかた

�
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

●農業所得の簡易計算が廃止されます
　これまでも、この広報紙などでお知らせしてきましたが今回の申告から農業所
得の簡易計算が廃止され、農作物の販売をしているかたはすべて収支計算での申
告が必要になります。
　平成１９年分所得申告の時期も間近に迫って参りました。もう一度関係書類の確
認と整理をお願いします。
　また、円滑な所得申告のため、収入や経費の整理や集計に利用していただける
計算書を準備しておりますので、お気軽にお問い合わせください。

◎収支計算とは
　・実際の収入金額から必要経費を差し引いて所得額を算定する方法です。

◎収支計算を行うには
　・収入の分かる書類と必要経費のわかる書類から、それぞれ科目ごとに整理し、
　　一年間の集計を行います。
　・整理、集計に使用した関係書類は保存する必要があります。

◎収支計算に必要な書類（平成１９年１月～１２月分）
　・収入の分かる書類　…………　出荷伝票、納品書の控え、仕切書など
　・必要経費の分かる書類　……　請求書、納品書、領収書など支出が分かる書類
　・このほかにも、販売代金の入金や肥料代金等の引落など取扱い口座の通帳、
　　業者が発行する出荷や購買の明細書なども必要です。

平成20年度 住民税申告が変わります

●引ききれない住宅ローン控除額が住民税から控除されます
　税源移譲により所得税が減額になるため、控除できる住宅ローン控除額が減る
場合があります。これでは納税者の税負担が増加するため、残った控除額を住民
税から控除できるようになります。
　ただし、適用を受けるためには毎年申告が必要になりますので、お忘れのない
ようにお気をつけください。（申告用紙は平成２０年１月以降に役場税務出納課で受
け取れます。）

●対象になるかた
　・平成１８年１２月３１日までに入居されているかた
　・所得税の住宅ローン控除の適用を受けているかた
　・平成１９年分所得税から控除しきれない控除額があるかた
●控除を受ける方法
　・平成２０年３月１７日までに、控除を受けるかたからの申告が必要です。
●提出先

※詳しくは役場税務出納課へ

　　　収入金額　　　　－　　必要経費　　＝　　所得金額　

所得税の確定申告をされないかた
（年末調整等を受けているかた）

住民税が課税される市町村へ提出
（平成２０年１月１日現在お住まいの市町村）

小国町会場で申告のかた

税務署へ申告のかた

申告会場で提出

税務署へ提出

�

�
�

所得税の確定申告をされるかた
（確定申告書とともに提出）

�
�
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４　行政管理室�６２－２１１２　政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０　国保医療担当�６２－２２６１　税政管理室�６２－２４０３　出納室�６２－２４０６
農村振興室�６２－２４０８　商工観光室・森林セラピー推進室・地域経営室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１　建設技術室�６２－２４３２　議会事務局�６２－２４４８

●入園申し込みの受付
■受付期間　１月８日�～１１日�
■受付時間　午前８時３０分～午後５時４５分
■受付場所　健康管理センター
■対 象 児
○おぐに保育園、白百合保育園、すみれ保育園、
おきにわ保育園は、家庭で保育することがで
きない乳幼児
○あさひ保育園、白沼保育園、叶水保育園は、
家庭で保育することができない、おおむね２
歳以上の幼児
○中央児童室は、放課後に家庭で養育すること
ができない小学１年生から３年生までの児童

■申込方法　申込用紙に必要事項を記入のうえ、
期間内に提出してください。申込用紙は、健康
管理センターに用意しています。また、町のホー
ムページからダウンロードできます。
■そ の 他
○定員を超えた場合は、希望する施設に入園で
きない場合があります。
○入園期間は、小学校に入学するまでの範囲内
で希望することができます。
○おぐに、白百合、すみれ、おきにわ保育園の
申し込みには、源泉徴収票などの添付書類も
必要ですので、早めに準備してください。

●保育所一覧の閲覧
　保育園の情報として、健康管理センターに「保
育所一覧」を備えています。施設の状況、保育内
容の詳細、町の保育事情などが記載されています
ので、資料として活用してください。
■閲覧期間　１２月３日�～（閉庁日を除く）
■閲覧時間　午前８時３０分～午後５時
■閲覧場所　健康管理センター
■問 合 先　健康福祉課へ
■開園時間（時間等については予定です）

平成20年度 保育園などの入園申込を受け付けます

休園日
など

開園時間
施　設　名

土曜日平日

第
２
・
４
土
曜
日

希
望
保
育
の
日

７：３０～１３：００
（第１・３・５土曜日
は１７：３０）

７：３０～１８：００おぐに保育園

７：００～１３：００
（希望により１７：３０）７：００～１９：００白百合保育園

７：１５～１３：００
（希望により１７：３０）７：１５～１９：１５すみれ保育園

７：００～１３：００７：００～１９：００おきにわ保育園

第
２
・
４
土
曜
日

休
園
日８：３０～１２：００８：３０～１６：００

叶 水 保 育 園

あさひ保育園

白 沼 保 育 園

８：３０～１７：００８：３０～１７：００中 央 児 童 室

温水プール
総合センター
町民体育館
ふれあいの家

小国リレー
セ ン タ ーごみ収集町立病院水道故障

　   内容

期日　  

通常どおり休　み通常どおり休　み休　診通常どおり２９日（土）

通常どおり休　み休　み休　み休　診津島屋電気店
�６２－２４０４３０日（日）

営業時間
１０：００～１６：００休　み休　み休　み休　診小関住宅設備

�６２－５３４７３１日（月）

通常どおり休　み休　み休　み休　診パイプライン
�６２－２４６１

１月
１日（火）

通常どおり休　み休　み休　み休　診設備佐藤
�６２－５６０６２日（水）

通常どおり休　み休　み休　み休　診清水設備
�６７－２１２７３日（木）

温水プール
�６２－４２４８
（４日は休み）

総合センター
町民体育館

小国リレー
セ ン タ ー
�６３－２２５１

町民課町立病院地域整備課問合先

　
　

月　

日
�
〜
１
月
３
日
�
ま
で
の
年
末
年
始
期
間
中
、
町
の
機
関
は
休
み
と

１２

２９

な
り
ま
す
。

・水道が故障した場合などの取扱いは、上の表の指定店に連絡をしてください。
・婚姻や出生、死亡の届出など、戸籍に関する届出は受け付けています。
・町内医療機関の休診日は、今 医 院　１２月２９日�～１月４日�
　　　　　　　　　　　　　電興診療所　１２月２９日�～１月３日�

年
末
年
始
の
期
間
中
、次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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人口のうごき

人  口　男 … 4,626人 (－ 4 )

女 … 4,879人 (－ 7 )

計 … 9,505人 (－11)

世帯数 　　3,269世帯 (－1 )

平成19年10月31日

誕生おめでとうございます。

は 　 る

小 国 町 田　中　翔　琉
達　也
京　子（

ゆ 　 ら

小 国 町 櫻　井　優　来
寛　之
恭　子（

め 　 い

あけぼの 小　林　愛　生
　博
紗　織（

結婚おめでとうございます。

大 滝
網 代 瀬

塚　原　健　一
塩　川　明　実（

岩 井 沢
新 潟 県

早　川　健　広
小　黒　麻　理（

若 山
小国小坂町

河　内　一　茂
小　野　かおり（

　 北 　
田 沢 頭

平　田　　　誠
伊　藤　弘　美（

古 田
岩 井 沢
中 田 山 崎
岩 井 沢
増 岡
田 沢 頭
古 田
小国小坂町
足 野 水

(88)

(85)

(80)

(85)

(81)

(91)

(84)

(84)

(72)

木　村　つ　ね
伊　藤　はない
　　盛　兼　雄
井　上　う　め
小　関　キ　ヨ
佐　藤　榮　一
安　達　末　松
伊　藤　ア　キ
佐　藤　　　弘

おくやみ申し上げます。

　サークルやスポーツ団体など、グループで
活動しているかたがたを紹介していきます。
今月は「バレエアカデミーアプロディール」。
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多くのかたにバレエに触れてもらうため
体験レッスンも開催

　

先
日
、
町
民
体
育
館
で
行

わ
れ
た
白
い
森
杯
柔
道
大
会

で
は
、
中
学
生
が
選
手
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
裏
方
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
大
会
を

支
え
て
い
ま
し
た
。
廊
下
に

目
を
向
け
る
と
、
団
体
戦
で
負
け
て

し
ま
っ
た
選
手
が
、
涙
を
こ
ら
え
な

が
ら
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
て
い
る

姿
。
こ
れ
に
は
、
し
ば
ら
く
忘
れ
て

い
た
感
情
が
よ
み
が
え
り
、
見
て
い

る
自
分
も
あ
や
う
く
も
ら
い
泣
き
し

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
選
手
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
準
備
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
大
き
な
大
会
に
育
て
て
こ
ら
れ

た
関
係
者
の
努
力
に
は
、
本
当
に
頭

が
下
が
り
ま
す
。 

（
片
桐
）
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